
5 平成29年１月１日号

絵画コンクール
◎小学生

「はっけよい、のこった」　

渡邉　陸斗さん（本庄東小１年）

「カイコ村に新かん線がやってきた！！」　

中　彩夏さん（共和小３年）

「色とりどりの諏訪神社」　

　　　　設樂　琴葉さん（仁手小４年）

◎中学校

「日本神社の自然」　

高岸　宝花さん（児玉中１年）

「若泉公園」　　

齊藤　さくらさん（本庄西中３年）

平成 28 年度

「県民の日」�記念式典

知事表彰

地方自治功労

元 (旧 )本庄市議会議員

阪上　良一　氏（東台）

消防功労

児玉郡市広域消防本部消防正監

中野　三千雄　氏（久々宇）

保健衛生功労

市学校歯科医

江川　知宏　氏（東台）

シラコバト賞

健やかな心身を育てる活動

市食生活改善推進員

木村　正子　氏（栄）

住みよいふるさとをつくる活動

埼玉県立児玉白楊高等学校　

　　　　　　　 （児玉町金屋）

県
では、毎年 11 月 14 日の埼玉県民の日に「県民の日記念式典」を開催しています。さまざまな分野

で県民の模範となる功績を挙げられた人たちや、県民の日記念作文コンクールと絵画コンクールで

入賞された小中学生のみなさんなどを表彰しています。

　市内では、次のみなさんがそれぞれ受賞しました。おめでとうございます。

長年にわたり、本

庄市議会議員とし

て地方自治の振興

発展に尽力し、市

議会議長・副議長

として議会の適正

かつ円滑な運営に

貢献。

37 年余りの永きに

わたり、消防職員

として消防業務に

精励。この間、幾

多の災害現場で、

豊富な知識と経験

から的確な判断で、

被害の軽減に尽力。

長年にわたり、本

庄市学校歯科医と

して、児童・生徒

の健康管理に尽力

してきたほか、開

業歯科医としても

地域歯科医療の充

実と発展に努めた。

記念作文コンクール（小学生）　

「期待でいっぱいのオリンピック」　

河野　奏真さん（金屋小５年）

料理教室や高齢者への配食サービスなど、食

を通じて健康づくりを広める活動を行い、健

康の保持増進に大きく寄与。

地域貢献を目的に、生徒が栽培し

た草花で公共施設の植栽を行って

いる。写真は児玉駅前の花壇を生

徒が栽培した 12 種類の花木で飾っ

ている様子。

◆秋平小学校

蚕糸絹文化学習教育奨励褒賞��������
( 蚕を学ぶ奨励賞 )　

　毎年、秋平小学校では小学３年生の

総合的な学習の時間において蚕を取り

上げ、飼育から繰糸までの一連の作業

を体験させています。

　蚕を生物観察の素材だけでなく、郷

土の歴史・文化を知る対象として着目

して行う活動が評価され、一般財団法

人大日本蚕糸会より表彰されました。

◆中央小学校

全国学校体育研究最優秀校

　第 55 回全国学校体育研究大会福島大

会が 11 月 10 日に行われ、中央小学校

が全国学校体育研究最優秀校に選ばれ、

文部科学大臣から表彰されました。

　中央小の体力向上への研究が、自校

だけでなく、市内及び県内外の学校体

育の向上に貢献していることが認めら

れての受賞となりました。

埼玉県国民健康保険
関係者功績表彰

　国民健康保

険運営協議会

委員としての

功 績 を 称 え、

埼玉県知事か

ら表彰されま

した。おめでと

うございます。 木村　保　氏

（児玉町入浅見）

▲ 繰糸体験をする秋平小の３年生たち。

貴重な体験に、児童たちも興味津々。

第 10 回�

塙保己一賞
表彰式・記念コンサート

①

② ③

第 10 回特別賞　新井　淑則　氏（皆野町）

　全盲。皆野町立皆野中学校教諭（国語）。「合理的配慮」の先駆け的な

活動として、教員採用試験の点字受験などに向けた活動を行っている。ま

た、盲導犬の役割、視覚障害者の立場、そして自らの歩んだ人生をテーマ

に講演活動を行っている。

奨励賞　踊　正太郎　氏（茨城県石岡市）

　全盲。津軽三味線奏者。６歳から津軽三味線を始め、16 歳で津軽三味

線全国大会デビューし、初出場ながら６位入賞。以来、津軽三味線全国大会

で三連覇、第２回津軽三味線日本一決定戦で第１位となるなど実力を発揮。

県では、平成 19 年度から塙保己一の精神を受け継ぎ、障

害がありながらも不屈の努力を続け社会的に顕著な活

躍をしている人や障害者のためにさまざまな貢献をしている

人に「塙保己一賞」を贈っています。12 月 17 日、今年度で

第 10 回目となる表彰式が塙保己一生誕の地である本庄市の

セルディで開催されました。

　当日は、塙保己一学園中学部２年の小谷野わかばさんと

ジャズボーカリストのおぬきのりこさんによる「塙保己一に

捧ぐ」の二重唱で幕を開け、表彰式後には、奨励賞を受賞し

た踊氏による記念コンサートが行われ、市内外から訪れた多

くの人たちを魅了しました。

大賞　竹内　昌彦　氏（岡山県岡山市）

　全盲。25 年にわたり障害者の人権理解に関する講演を全国各地で行う。

パラリンピック東京大会で盲人卓球優勝。モンゴル国とキルギス共和国に

視覚障害者の支援施設を設置し、両国の全盲の子どもたちに治療費を援助。

貢献賞　岡村　原正　氏（戸田市）

　盲人用福祉機器の設計・製造、販売を展開する会社の代表取締役。平

成３年に、世界初の点作図プロッタ機構を搭載した点字プリンタ・プロッ

タを発売。点字プリンターなどの汎用化や高性能化に向けて、熱心に取り

組んでいる。

①記念撮影。前列左から
貢献賞の岡村氏、大賞の
竹内氏、奨励賞の踊氏、
特別賞の新井氏。
②オープニングイベント。
杉山茂生さんと秋山清英
さんが手掛けた楽曲「塙
保己一に捧ぐ」などを小
谷野さんとおぬきさんが
歌いあげ、会場中から盛
大な拍手が送られた。
③踊氏による記念コン
サート。重厚かつ繊細な
津軽三味線の音色で多く
の人を沸かせた。


